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301行─
小
　
林
　
真由美
凡例【影印】　
昭和十四年刊複製本『華厳文義要決
　
東大寺諷誦文稿』 （佐藤達次郎刊）の「東大寺諷誦文稿」を撮影した。
上部に、築島裕編『東大寺諷誦文稿総索引』 （平成十三年、汲古書院）による行番号を記した。【翻刻】　
翻字は、 『東大寺諷誦文稿総索引』の本文翻刻に準拠する。旧字・異体字・略字・俗字は原則的に現行の新字
一二〇
体にあらためた。但し「无」 「寶」 「珎」 「尓」 「旦（檀） 」はあらためなかった。片仮名の上代特殊仮名遣い甲類のコは「古」 、乙類のコは「己」 、ア行のエは 衣 、ヤ行のエは「エ」 、ワ行のエは「ヱ」と表記した。○内 算用数字は、本文に引かれた連絡線に付けた番号である。→は連絡線の始点を ←は連絡線の終点を示し、①→
　
←①が一本の連絡線を示す。
　
□
　
＝欠損や擦消などにより解読不能の文字。
　〔
　
〕＝解読困難または解読不能だが、先行書の解読によって挿入する文字。
　　
＝章段の文頭を示すと思われる鉤点。
　　
・○＝廓（囲み線）で抹消された文字。
　　
翻刻の行頭の数字は、行番号を示す。
【読み下し文】　
翻字、記号等は、 【翻刻】に準ずる。連絡線で挟まれた部分は、 （
　
）の中に入れて連絡線の番号を記した。例
えば、連絡線①で挟まれている部分は、 （①釈迦如来を…）とした。連絡線が入れ子になっているときは、外側を【
　　
】にいれ、 【①釈迦如来を…（②薬師如来を…） 】とした。別案と思われる語句は／で示した。
【文意】　
主に現代語訳であるが、適宜補足や省略をおこなっている。連絡線は【読み下し文】と同様に表記する。
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【語注】　
行頭の数字は、 『東大寺諷誦文稿総索引』による行番号である。掲出語句と順番は【読み下し文】による。
　「中田書」は、中田祝夫『東大寺諷誦文稿の国語学的研究』の略。 『総索引』は、 『東大寺諷誦文稿総索引』の略。 「築島「小考」 」は、築島裕「東大寺諷誦文小考」 （ 『国語国文』第二十三巻第五号、一九五四年五月）の略。　本稿は、博士論文「平安初期仏教と文学の研究─『日本霊異記』と『東大寺諷誦文稿』─」付録「東大寺諷誦
文稿注釈」に加筆修正したものであり、次の注釈の続稿である。　「東大寺諷誦文稿注釈〔一〕─１行～
40行─」 （ 『成城国文学論集』第三十六輯、二〇一四年三月）
　「東大寺諷誦文稿注釈〔二〕─
41行～
79行─」 （同、第三十七輯、二〇一五年三月）
　「東大寺諷誦文稿注釈〔三〕─
80行～
122行─」 （同、第三十八輯、二〇一六年三月）
　「東大寺諷誦文稿注釈〔四〕─
123行～
167行─」 （同、第三十九輯、二〇一七年三月）
　「東大寺諷誦文稿注釈〔五〕─
168行～
231行
─
」 （同、第四十輯、二〇一八年三月）
　『東大寺諷誦文稿』複製本の影印に関して、原本旧所蔵者であり複製本の刊行者である佐藤家よりご快諾を賜りましたことに心より御礼申し上げます。
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【翻刻】 （
232～
236行）
232当来世中
　
修檀波羅蜜行
　
不習慳貪之行
　
堕餓鬼道中故
　
修
持尸
戒羅
波羅蜜
233不習破戒之行
　
堕地獄
道
中故
　
修羼提波羅蜜
　
不習瞋恚之行
　
堕毒蛇中故
234修毗梨耶々々々
　
不習懈怠之行
　
生死
ニ
久廻
　
不成仏故
　
修禅那々々々
　
不習散乱之
235行
　
不出離三界囹故
　
修般若波々々
　
不習愚癡之行
　
法門无尽我必知願行无
236量我必修
　
願我速知一切法
　
度一切衆
云
　
乗般若船
　
渡苦海
云
　
我若向刀山
云
【読み下し文】 （
232～
236行）
　
当来世ノ中ニ、檀波羅蜜ノ行ヲ修シテ、慳貪ノ行ヲ習ハズアレ。餓鬼道ノ中ニ堕スルガ故ニ。持戒／尸羅／波
羅蜜ヲ修シテ、破戒ノ行ヲ習ハズアレ。地獄道ノ中ニ堕スルガ故ニ。羼提波羅蜜ヲ修シ、瞋恚ノ行ヲ習ハズアレ。毒蛇ノ中ニ堕スルガ故ニ。毗梨耶波羅蜜ヲ修シ、懈怠ノ行ヲ習ハズアレ。生死ニ久 ク廻リテ仏ト成ラザラムガ故ニ。禅那波羅蜜ヲ修シ、散乱ノ行ヲ習ハズアレ。三界ノ囹ヲ出離セザラムガ故ニ。般若波羅蜜ヲ修シ、愚癡ノ行ヲ習ハズアレ。法門ハ无尽ナレドモ我必ズ知ラム。願行ハ无量ナレドモ我必ズ修セム 願ハ ハ我速カニ一切ノ法ヲ知リテ、一切衆ヲ度セム
云
。般若ノ船ニ乗リテ、苦海ヲ渡ラム
云
。
　
我若シ刀山ニ向カハバ
云
。
【解説】 （
232～
236行）
▼
232～
241行、擦消。
一三〇
▽
232～
236行
　
来世における六波羅蜜（菩薩の修行の完成）と四弘誓願（仏・菩薩がおこす誓願）を誓う詞章。こ
の文章が四弘誓願の日本におけるもっとも早い用例とされる。四弘誓願は『摩訶止観』 （巻第五上、巻第十下） 、 『心地観経』 （巻第七） 、 『大方広仏華厳経疏』 （巻第五十一）などに説かれる。
　　　
一「衆生無辺誓願度」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「 「誓度一切衆生」 （ 『心地観経』 ）
　　
二「煩悩無数（量）誓願断」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「誓断一切煩悩」 （ 『心地観経』 ）
　　
三「法門無量（尽）誓願知」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「誓学一切法門」 （ 『心地観経』 ）
　　
四「無上仏道誓願成」 （ 『摩訶止観』 ） 、 「誓証一切仏果」 （ 『心地観経』 ）
　　
四弘誓願は
242～
245行にも述べられている。 『心地観経』巻第七（波羅蜜多品）に十波羅蜜が説かれており、
第七願波羅蜜の中で四弘誓願について説いている。六波羅蜜と四弘誓願の組み合わせは『心地観経』を参考にしたか。
【文意】 （
232～
236行）
　
来世では、檀（布施）波羅蜜の修行をして、慳貪 行を習うことがないように。餓鬼道に堕してしまうので
尸羅（持戒）波羅蜜の行を修して、破戒の行を習うことがないように。地獄道に堕してしまうので。羼提（忍辱）波 蜜を修して、瞋恚の行を習うことがないように。毒蛇の中に生まれてしまうので。毗梨耶（精進）波羅蜜を修して、懈怠の行を習うことがないように。生死輪廻を永遠に繰り返して成仏することができないので。禅那（禅定）波羅蜜を修して、散乱 は習うことがないように。三界の牢屋を出ることができないの 。般若
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（智慧）波羅蜜を修し、愚癡の行は習うことがないように。　
法門は尽きないが私は必ず学ぼう。願の行は量りしれないが必ず修行しよう。願わくは速やかに一切の法を知
り、一切衆生を救済して覚りにわたそう
云
。智慧の船に乗って、苦しみの海を渡ろう
云
。
　
私がもし地獄の刀の
山に向かうのなら
云
。
【語注】 （
232～
236行）
232当来世
　
来世。
232檀波羅蜜
　
布施波羅蜜。他人に財物や教えを与えること。波羅蜜は悟りに至る修行。六波羅蜜（菩薩に課せら
れる六の実践徳目）の一。232慳貪
　
物惜しみと貪り。最も根本的な三種の煩悩、三毒（貪・瞋・癡）の一。
232餓鬼道
　
常に飢渇に苦しむ世界 六道の一。
232持戒／尸羅／波羅蜜
　
一切の戒律を守ること。六波羅蜜の二。
233羼提波羅蜜
　
忍辱波羅蜜。苦難に耐え忍ぶこと。六波羅蜜の三。
233瞋恚
　
怒り憎むこと。三毒の一。
234毗梨耶波羅蜜
　
精進波羅蜜。仏道をたゆまずに実践すること。六波羅蜜の四。
234禅那波羅蜜
　
禅定波羅蜜。精神を統一し、真理を思惟すること。六波羅蜜の五。
一三二
235般若波羅蜜
　
真理の智慧を得ること。六波羅蜜の六。
235愚癡
　
愚かであること。三毒の一つ。
235法門ハ无尽ナレドモ
　
四弘誓願の三、 「法門無尽誓願知」 （ 『摩訶止観』巻第十下） 。仏法のすべてを学び知ろう
という誓願。235願行ハ无量ナレドモ
　『心地観経』波羅蜜多品の第七願波羅蜜をふまえているか。
236我速カニ一切ノ法ヲ知リテ
　
前々項（ 「法門ハ无尽くナレドモ」 ）に同じく四弘誓願の三、 「誓学一切法門」
（ 『心地観経』 ） 。236一切衆ヲ度セム
　
四弘誓願の一。 「誓度一切衆生」 （ 『心地観経』 ） 。
236刀山
　
地獄にあるという刀の山。
319行にもみえる。
【翻刻】 （
237～
241行）
237覧世間
　
无親
ヨ
族
ヤ
而多病憂
ル
徒
　
无妻子而多死別之輩
　
誰人
カ
救済
238家貧
ク
絶
ニタル
後
シリ
前
サキ
人
ハ
　
那落迦而号叫扶
ヨト
我
ヲ
　
无可
奉相済之人モ
押印
仏一枚之
239紙
　
又餓鬼道而哭吟
サマ
助ヨヘ
我トモ
　
无可
奉相扶之人モ
衆僧
ニ
　
一枚銭
モ
　
如是无依无怙之徒
240多亡道路中
　
東ヒム
ノ
国
ノ
人
ハ
道
ノ
辺曝
サラシ
骸
ヲハ
　
西
ノ
□国
ノ
人
ハ
水中没魂
ヲ
241以
今日一渧之功徳
　
救済如是浮游霊等
　
速解脱十八泥梨
　
令招人天之勝利
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【読み下し文】 （
237～
241行）
　
世間ヲ覧ルニ、
親
ヨリドコロ
族ヤカラ
无クシテ病憂フル徒多ク、妻子无クシテ死ニ別レタル輩多シ。誰ノ人ガ救済セム。家
貧シクシテ
後シリ
前サキ
絶エニタル人ハ、那落迦ニシテ我ヲ
扶タス
ケヨト
号オラ
ビ叫ベドモ、印仏ヲ押シ奉ル可キ一枚ノ紙モ／相
ヒ済ハム人モ／无シ。又、餓鬼道ニシテ我ヲ助ケヨト哭キ
吟サマヨ
ヘドモ、衆僧ニ奉ル可キ一枚ノ銭モ／相扶クル人モ
／无シ。是ノ如ク依 ク怙无キ徒ハ多ク道路ノ中ニ亡セタリ。
東ヒムカシ
ノ国ノ人ハ道ノ辺ニ骸ヲバ
曝サラ
シ、西ノ国ノ人ハ
水ノ中ニ魂ヲ没メタリ。　
今日、一渧ノ功徳ヲ以テ、是ノ如キ浮游スル霊等ヲ救済セム。速カニ十八泥梨ヨリ解脱シ、人天ノ勝利ヲ招カ
令メム。【解説】 （
237～
241行）
▽
237～
241行
　
貧しく身寄りがなく、行路で亡くなった者たちを供養する詞章。
325～
331行にも、東国と西国の旅路
の途中で亡くなった者たちを悼む詞章がある。
【文意】 （
237～
241行）
　
この世の中を見ると、家族も親類もなく病気に憂える者が多く、妻子がなく死に別れる者が多い そういう者
たちを一体誰が救済するだろう。家が貧しくて親も子も死に絶えた人は、地獄で私を助けてくれと泣き叫ぶけれども、印仏を押す紙の一枚も／供養して地獄から救い出してくれる も ない また、餓鬼道に落ちて、助けて
一三四
くれと泣きさまよっても、僧たちにさしあげる一枚の銭も／助けてくれる／人もない。このように頼りがなくよりどころのない者たちは、多くが道路の上で亡くなる。東国の人は道の辺にむくろを曝し、西国の人は水中に魂を沈める。　
今日、一滴の功徳をもって、このような浮遊する霊たちを救済することを願う。すみやかに地獄から脱け出し
て、人間や天界に生まれる幸せを招きますように。【語注】 （
237～
241行）
237
親
ヨリドコロ
族ヤカラ
　
原文に「ヨ」と「ヤ」の仮名あり。 「ヨリドコロ（親） 」 「ヤカラ（族） 」の読みは『総索引』読下し
文による。観智院本『類聚名義抄』に「族」の和訓に「ヤカラ」があ （僧中三〇） 。238後シリ
前サキ
　
漢語は「前後」 。 「
諷誦文稿の
「シリサキ」は、純粋の和語の言い方があって、これには漢語の影響が及
んでいないといえそうに思われるのである」 （中田
258頁） 。
238那落迦ニシテ
　「那落迦而」と「菩提樹下而成仏」 （
389行）の「而」について、 「共に「ニシテ」と訓むのであ
らうが、何れも動作が行はれる場所を示して居り、正しくは「於那落迦」 「於菩提樹下」の如く「於」とあるべき所を、 「於」も「而」も、当時は同じく「ニシテ」と訓じたので、その為に、 「而」を「於」に通用したものと見られる」 （築島裕『平安時代の漢文訓読語につきての研究』
905頁） 。
238号オラ
ビ叫ベドモ
　『萬葉集』に類似の表現がみられる。 「…遅れたる
　
菟うなひをとこ
原壮士
い
　
天仰ぎ
　
叫びおらび（
叫於良
妣
）…」 （ 『萬葉集』巻第九、 一八〇九） 。
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238印仏ヲ押シ奉ル
　
印仏（紙に印で押した仏）を作成すること。
239哭キ
吟サマヨ
ヘドモ
　
観智院本『類聚名義抄』に「吟
サマヨフ
」 （仏中二七）の和訓がある。
240東ヒムカシ
ノ国
　
東国は、東海道と東山道の国々。
240曝サラ
シ
　「曝
サラス
」 （観智院本『類聚名義抄』仏中九四） 。 「投身
曝
骨、而髑髏中、著舌不爛」 「有一髑髏、歴久日
曝
、其舌不爛」 （ 『日本霊異記』巻下「憶持法花経者舌著之
曝
髑髏中不朽縁第一」 ） 。
241十八泥梨
　
泥梨（泥犁）は
niraya の音写。地獄。後漢安世高訳『十八泥犁経』 （一巻）に八の火泥犁と十の寒
泥犁が説かれている。
【翻刻】 （
242～
245行）
242願我生々无量劫一念不
云
　
恭
云
　
解
云
　
多聞
云
　
一念遊
云
　
伝
云
　
令
云
　
此
云
243衆生无辺
　
誓願
　
度
　
煩悩无辺
誓願
　
断
　
法門无尽
　
誓願
　
知
　
无上仏
244道誓願成
　
有漏苦海
云
　
无為
云
　
現
云
　
当
云
　
願我当作仏
　
為
云
転
云
教
云
245哥
云同音
我於无量无
云
　
恭
云
　
恭
云
　
堅
云
　
求
云
㊳→
【読み下し文】 （
242～
245行）
願ハクハ我、生々ノ无量劫ニ一念不
云
　
恭
云
　
解
云
　
多聞
云
　
一念遊
云
　
伝
云
　
令
云
　
此
云
一三六
衆生无辺誓願度、煩悩无辺誓願断、法門无尽誓願知、无上仏道誓願成。有漏苦海
云
。无為
云
。現
云
。当
云
。願ハク
ハ我、当ニ仏ニ作リ。為
云
。転
云
。教
云
。哥
云
。同音。我於无量无
云
。恭
云
。恭
云
。
　
堅
云
。求
云
。㊳→
【解説】 （
242～
245行）
▽
242～
245行
　
ほとんどが一語句や一部分だけの覚書。
243～
244行は、間を空けたり小字で書いてあったりするが、
四弘誓願が読み取れる。用語は『摩訶止観』 （巻第五上・巻第十下）にほぼ同じである。 【解説】 （
232～
236行）
参照。
【語注】 （
242～
245行）
243衆生无辺誓願度
　
四弘誓願の第一。 『摩訶止観』に同じ。
243煩悩无辺誓願断
　
四弘誓願の第二。 『摩訶止観』は「煩悩無数（量）誓願断」 。
243法門无尽誓願知
　
四弘誓願の第三、 「法門無尽誓願知」 （ 『摩訶止観』巻第十下）に同じ。
243无上仏道誓願成
　
四弘誓願の第 。 『摩訶止観』に同じ。
244当ニ
　「当」 「将」は、平安初期には訓との呼応の関係がまだ確立していなかったが、平安中期以降は再読され
ることが多くなった（ 『訓点語辞典』東京堂出版、 「マサニ」の項参照） 。
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
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【翻刻】 （
246～
252行）
246帝釈頂雖尊
　
作野干座而問法
　
輪王勢雖高
　
作仙人牀而求教
云
247雪又云
山
ニ
　　　
投身者
求為
法半偈
　
香城
ニ
　
売身者
　
為求一句法
云
248福又云
徳
ノ
菩薩
ハ
遇龍官之
　　　
経
　
智慧
ノ
羅漢
ハ
聴霊山之教
云
←㊳我等
ハ
249従无量劫以来
　
不聞大乗名
　
終不楽聞
　
稀
タマ
聞
テハ
反起誹謗由
テ
250此因縁作
テ
三途愁人
　
受
テ
无量劇苦
　
不可知其数
　
今対三寶前
　
悉懺悔
251従今以後
　
帰依 寶
　
不奉
謗
大乗経
　
聴聞大乗経奉讃嘆大乗経
　
聞
テモ
謗
ヲ
252不喜
　
聞
テモ
疑
ヲ
不喜
【読み下し文】 （
246～
252行）
　（㊳帝釈ノ頂ハ尊シト雖モ、野干ノ座ヲ作リテ法ヲ問フ。輪王ノ勢ハ高シト雖モ、仙人ノ牀ト作リテ教ヲ求メタリ
云
。又云ク、雪山ニ身ヲ投ゲシ者ハ半偈ノ法ヲ求メムガ為ニシ、香城ニ身ヲ売リシ者ハ、一句ノ法ヲ求メム
ガ為ナ キ
云
。又云ク、福徳ノ菩薩ハ龍官（宮）ノ経ニ遇ヒ、智慧ノ羅漢ハ霊山ノ教ヲ聴キ
云
。 ）
　
我等ハ无量劫従リ以来、大乗ノ名ヲ聞カズ、終ニ聞クコトヲ
楽ネガ
ハズ、
稀タマ
サカニ聞キテハ反リテ誹謗ヲ起コス。
此ノ因縁ニ由テ、三途ニ愁フル人ト作リテ、无量ノ劇シキ苦シビヲ受ケテ、其ノ数ヲ知ル可カラズ。今、三寶ノ前ニ対ヒテ悉ク懺悔シタテマツル。今従リ以後ハ、三寶ニ帰依シタテマツリ、大乗経ヲ謗リ奉ラズ。大乗経ヲ聴
一三八
聞シ、大乗経ヲ讃嘆シ奉ル。謗ルヲ聞キテモ喜ビジ。疑フヲ聞キテモ喜ビジ。【解説】 （
246～
252行）
▽
246～
248行
　
連絡線㊳で囲まれた部分は経典に説かれる求法譚など。 「龍宮ノ経」は『華厳経』 、 「霊山ノ教」は
『法華経』 。▽
248～
252行「我等ハ」の後は、三宝に帰依を誓い、大乗経を誹謗した罪を懺悔する文。三帰五戒の三帰（帰依三
宝）にあたり、経典の誹謗は梵網戒の第十毀謗三宝重戒にあたる。
【文意】 （
246～
252行）
　（㊳帝釈天の頂は高く尊いというのに、野干（野ギツネ）のために高座を作って法を問うた。転輪聖王の勢いは高いというのに、仙人に仕えて自ら足を乗せる台にもなって、 『法華経』の教えを求めた。また云う。雪山に身を投げた者はたった半偈の法を求めるためであり、香城に身を売った者はたった一句の法を求める めであった。また云う。福徳の菩薩は龍宮で『華厳経』に遭い、智慧の羅漢は霊山で『法華経』を いた。 ）　私たちは無量劫の昔から、大乗の名を聞かず ついに聞く事を願わなかった。たまたま聞くことがあっても、
かえって誹謗し りし 。こ 因縁によって、三途にさまよう者となって無限の劇しい苦しみを受け、それがいつまで続くのか知ることもできない。今 三寶の前に向かい、ことご く懺悔申し上げます。今から以後は、三寶の前に帰依申し上げ、決して大乗経を謗り申し上げません。大乗経を聴聞し、大乗経を讃嘆し申 上げます。
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
一三九
大乗経を謗ることばを聴いても喜びません。疑うことばをきいても喜びません。【語注】 （
246～
252行）
246帝釈
　
仏法の守護神、帝釈天。忉利天の主で、須弥山の頂上に住んでいる。ある時、野干が獅子に追われて自
ら偈を説いた。それを聞いた帝釈天が高座を作って野干に説法を求めたという（ 『仏説未曾有因縁経』巻上、『経律異相』巻第二など） 。246野干
　
野ギツネ。狼の一種ともいう。
299行にもみえる。
246輪王
　
輪王は転輪聖王（５行「輪王ノ揺冠」語注参照） 。 『法華経』に、釈尊は過去世で国王だったときに、仙
人に『法華経』を教説してもらうために奴婢として仕え、 「牀座（足を乗せる台） 」にもなったと説かれる。「即ち仙人に随って、菓を採り、水を汲み、薪を拾い、食を設け、乃至、身をもって牀座となせしに、身心は倦ものうき
ことなかりしなり」 （ 『法華経』巻第五、提婆達多品） 。
246勢ハ高シト
　「帝釈ノ頂」に対して「輪王ノ
勢
」 。橘純一は、身長を示す「背（せい） 」が「勢」の漢音読から
きたものではないかと推測し（ 「東大寺諷誦文稿を読む（一） 」 、 『国語解釈』昭和十四年十一月 ） 、中田書は「さすれば、諷誦文稿は、古用例として注目されよう」 （二四〇頁）と述べる。247雪山ニ身ヲ投ゲシ者
　
釈迦の前生譚。
84行「雪山ノ童子」語注参照。
303行にも「雪山童子」がある。
247香城ニ身ヲ売リシ者
　
香城は法湧菩薩の住む城。常啼菩薩は自分の身を売って、般若波羅多（完全なる智慧）
一四〇
と法湧菩薩を供養しようとしたという（ 『大般若経』巻第三九八、常啼菩薩品） 。香城と雪山の組み合わせは『摩訶止観』にもみられる。 「香城に骨を粉にし、雪嶺に身を投ず」 （ 『摩訶止観』巻第五上） 。248福徳ノ菩薩ハ龍官（宮）ノ経ニ遇ヒ
　
二世紀の南インドの
僧で、大乗八宗の祖とされる
龍樹は、海底の龍宮で
『華厳経』の大本を読んだという（鳩摩羅什訳『龍樹菩薩伝』 ） 。248智慧ノ羅漢ハ霊山ノ教ヲ聴キ
　
霊山（霊鷲山、
耆ぎ
闍しゃ
崛くつ
山せん
）は釈尊が『法華経』を説法した地とされる（
173行
「霊山浄」語注参照） 。釈尊は一万二千の阿羅漢のために『法華経』を説いたという。 「是の如く我聞けり。ある時、仏は王舎城の耆闍崛山の中に住したまひ、大比丘衆、万二千人と倶なりき。皆、これ阿羅漢にして、諸の漏を已に尽し、また煩悩なく、己の利を逮得し、諸の有結を尽して、心に自在を得たり」 （ 『法華経』巻第一、序品） 。249稀タマ
サカニ
　
135行に「牢
タマ
（タマサカニ） 」がある。
【翻刻】 （
253行）
253天鼓雖无情
　
随所出千声
　
摩尼珠応
カナ
念
オモヒニ
雨万財
【読み下し文】 （
253行）
天鼓ハ情无シト雖モ、所ニ随ヒテ千ノ声ヲ出ス。摩尼珠ハ
念オモヒ
ニ
応カナ
ヘバ万ノ財ヲ雨フル。
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
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【解説】 （
253行）
▽
253行
　
天鼓と摩尼珠の感応について。４行に類似句あり。感応については１～７行参照。
【語注】 （
253行）
253天鼓
　「天鼓」 （４行）語注参照。
253摩尼珠
　「摩尼珠」 （４行）語注参照。
【翻刻】 （
254～
255行）
254凝霜
ヲ
作銀鏡之節
　
露杼
ヒノ織錦葉
ヲ
時
ニ云々
　
転有漏八識
ヲ
十地究竟而
255成无漏四
鏡智
ト
　
仏
　
昇摩醯首羅智処
　
登三点四徳高御倉
ニ
聖
云々
【読み下し文】 （
254～
255行）
　
凝リタル霜ヲモチテ銀ノ鏡ヲ作ル節ニ、露ノ
杼ヒ
ノ錦ノ葉ヲ織ル時ニ
云々
。有漏ノ八識ヲ転ジテ十地ノ究竟ニシ
テ无漏ノ四／鏡／智ト成ル。仏、摩醯首羅智ノ処ニ昇リ、三点四徳ノ高御倉ニ登リタマフ。聖
云々
。
一四二
【解説】 （
254～
255行）
▽
254～
255行
　
漢詩文的な対偶表現で構成されている。前半は晩秋の季節を述べている。 「有漏ノ八識」の句は菩
薩を讃えており、唯識説の用語が使用されている。 「仏、摩醯首羅智ノ」の句は仏を讃えており、 『涅槃経』（北本巻第二・寿命品、南本巻第二・哀歎品）の経説がふまえられている。終わりに「聖
云々
」とあるが、菩
薩、仏の次に聖の賛嘆を続けて述べるということか。
【文意】 （
254～
255行）
　
凍った霜が銀の鏡となる季節に、露の
杼ひ
が錦の葉を織る時期に云々。菩薩は有漏の八識を無漏の四智に転じて
修行の最高の境地におのぼりになる。仏は天上の摩醯首羅智の境地にのぼって三点四徳の玉座におのぼりになる。聖
云々
。
【語注】 （
254～
255行）
254杼ヒ
　
機織用具。経（たていと）の開口した間に緯（よこいと）を入れていく道具。
254有漏八識
　
有漏は煩悩（漏）を有すること。八識は、部派仏教が立てた六識に対して唯識派が立 た説 六識
（眼・耳・鼻・舌・身・意）に末那識・阿頼耶識を加えている。254十地
　
菩薩の修行段階五十二位のうち、第四十一位から第五十位までの段階。菩薩として最高の境地。
255四鏡／智／
　
本覚思想に性浄本覚を説明する「四鏡」の語があるが、ここでは唯識説の「四智」 （大円鏡智・
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
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平等性智・妙観察智・成所作智）のことであろう。有漏八識を転じて証得されるとする。255摩醯首羅智ノ処
　
摩醯首羅天。摩醯首羅（大自在天。三目八臂の宇宙の支配神）が住する、色界の第四禅天の
最上部。第十地の菩薩は摩醯首羅天子となり、その天宮で成仏するという。 「十地に云はく、現報利益仏位を受くるが故に。後報利益摩醯首羅智処に生ずるが故に。梵に摩醯首羅と云ふ。即ち瑜伽に云ふ所の大自在なり。 」 （ 『大乗法苑義林章』巻第七之末）255三点
　
法身・般若・解脱を梵字の伊字（
　
）の三点に喩えるもの。 『涅槃経』では三点を摩醯首羅の三つの目
に喩えている。 「何等をか名づけて秘密の蔵と為す。猶し伊字の三点の如し 若し並べば則 伊を成 ず。縦も亦成さず。摩醯首羅の面上の三目の如くにして、乃ち伊の三点を成すことを得」 （北本『涅槃経』巻第二、寿命品） 。255四徳
　『涅槃経』に説かれる大般涅槃（釈尊の入滅）の四つの徳（常・楽・我・浄） 。 「世間にも亦常・楽・
我・浄有り。出世 も亦常・楽・我・浄有り」 （北本『涅槃経』巻第二、寿命品） 。
【翻刻】 （
256～
261行）
256一偏帳
カタ
道間
ニ己ソ
覆隠
セ
　
至荒野時
ニハ
出従棺
スヽリ
跡枕
ニ
付松火
ヲ
作炬
タキツケト己ソ
257父公
カ
不トシ給ヒシ
見楚
イラナキ
目
ハ云
　
都不念
　
母氏
カ
走火
ニタニ
不
ト
当
　
以
ソ
物部
ノ
利
トキ
木
ヲ
258指
ツク
指
ツクソ
指
ツキ
腕
マロハシ
焼
ケル云
不知
　　
母氏失
ナハ
殺テ
髪
念物ヲ
　
父公
カ
失
ナハ
空御気机
ヲ
戴
一四四
259己ソ
念奉送
云々
　　
千夫人
一不足
一女
召
言
我吉前川□白反是反云々
王愛
　
余夫人嫉
　
召五百巫
ハカセ
蜜送物
260厭魅国内種々表求起占言此后无福故有此后時国家可亡
云々
　
王弃
云
　
后跪言万物雖愛養色
261暖我物
云
　
見今
天聖
朝父ノ公
　
九重
　
母
ノ
公七重
云
我等不足五尺身出為時□踏
云々
【読み下し文】 （
256～
261行）
　
一偏ノ
帳カタビラ
ハ道ノ間ニ己ソ覆ヒ隠セ。荒野ニ至ル時ニハ、
棺ススリ
従リ出シ、跡枕ニ松ノ火ヲ付ケ、
炬タキツケ
ト己ソ作セ。
　
父公ガ
楚イラナ
キ目 見セジトシタマ シ
云
。
都カツ
テ念ハズ。母氏ガ走火ニダニ当テジト。物部ノ
利ト
キ木ヲ以テソ、
指ツ
ク
指ツ
クソ指キ
腕マロ
（婉）バシ焼キケル
云
。知ラズ。
　
母氏ガ失セタマヒナバ、髪ヲ
殺ソ
キテムト念ヒシ物ヲ。父公ガ失セタマヒナバ、空シキ
御ミ
気ケ
机ツクヱ
ヲ戴キテ己ソ送リ
奉ラメト念ヒシモノヲ
云々
。
　
千ノ夫人ニ一リ足ラズ、一リノ女ヲ召シテ言ハク、我、吉前川□白反是反
云々
。王愛ス。余ノ夫人嫉ミ、五百
ノ
巫ハカセ
ヲ召シテ
蜜ヒソ
カニ物ヲ送リテ厭魅ス。国ノ内ニ種々ノ表アリテ、占ノ言ヲ起サムコトヲ求ム。此ノ后福无キガ
故ニ、此ノ后有ル時ニ国家亡ブ可シト
云々
。王弃ツ
云
。后跪キテ言ク、万物ニ愛養ノ色アリト雖モ、我ヲ暖ムル
物
云
。
　
今、天＼聖＼朝ヲ見ルニ、父ノ公ハ九重 母 公ハ七重ナリト
云
。
　
我等ハ五尺ニ足ラヌ身ヲモチテ出デテ為時□踏
云々
。
　
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
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【解説】 （
256～
261行）
▽
256～
259行
　
葬列と火葬の描写と父母への追慕を述べていると思われる。拙稿「『東大寺諷誦文稿』の「母氏」
について」 （ 『成城国文学論集』第三十三輯、二〇一〇年三月）参照。
　
259～
261行
　
王の后が余の夫人たちの嫉妬のために捨てられたと う説話。出典未詳。判読困難の箇所がある。
　【文意】 （
256～
261行）
　
道を行く間は、ひとひらの
帳かたびら
で棺を覆い隠しなさい。荒野に着いた時には、棺から遺体を出し、足元と枕元に
松火を付けて、焚き付けとしなさい。　
父公がつらい思いは見せまいとなさった
云
。 （思いもよらなかった。 ）母氏は火の粉にも当てまいとなさった。
火葬を執り行う物部が 先の鋭い木材で遺体を突いて突いてころがして焼く
云
。 （知らなかった。 ）
　
母氏がお亡くなりになったならば、髪をそいで出家しようと思っていたことよ。父公がお亡くなりになったな
らば、空の御気机をいただい こそお送り申 上げようと思って た とよ
云々
。
　
千の夫人に一人足りない。一人の女を召して言うには、我、 （吉前川□白反是反）云々 王は寵愛した。余の
夫人は妬み、五百人の
巫ハカセ
を召してひそかに物を送って厭魅した。すると国の中にいろいろな不吉なしるしがあら
われたので、占いをすることを求め 。その占いによる 、この后は福が無いために、この后がいる時に国家は亡ぶであろうと
云々
。
　
王は后を捨てた
云
。后はひざまづいて言う。万物にいつくしむ色があるといっても、私
を暖める物は（ない）
云
。
一四六
　
今、天（聖）朝を見ると、父の公は九重、母の公は七重であるという
云
。
　
我等は五尺に足らぬ身をもって出て（為時□踏）
云々
。
【語注】 （
256～
261行）
256一偏ノ
帳カタビラ
　「帳」は棺を蔽うとばり。帷帳。 『礼記』 「喪大記」には君は龍帷、大夫は画帷、士は布帷・布荒
と、身分ごとに帷帳の種類が異なることが記されている。我が国においては大化薄葬令で、王から小智までは白布を用い、庶民は麁布を用いることが定められた（ 『日本書紀』大化二年三月） 。 『養老令』には「五位以上及び親王、並びに轜具及び帷帳を借り、若しくは私に備へむと欲 ば聴せ」 （ 「喪葬令」 ） ある。大化薄葬令の北野本訓に「帷
カタヒラ
帳」とある。
256棺ススリ
　「ススリ」の仮名書があるが、他に例を見ない語。
257楚イラナ
キ目
　「いらなし」はつらい、心苦しい。 「楚」にいたむ、悲しむの意がある。 「楚
イタム
」 （観智院本『類聚
名義抄』仏下一二六） 。257物部
　
もののべ、または、もののふ。警備、刑罰などを職掌とする者。火葬も執り行っていたか。
257利キ木
　
鋭くとがらせた木。火葬をする時に、遺体を裏返すために用いる道具であろう。 「桃の笞」 （
105行）語
注参照。258指ツ
ク指クソ
　『総索引』読下し文は「
指ユビ
ツク」と訓んでいるが、指ではなく木の杖でつくので、中田釈文にし
たがい「ツク」と訓んでおく。 「腕」は「婉」であろう。 「身を旋して
婉マロビ
転かへ
ル」 （西大寺本『金光明最勝王経』
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巻第九、平安初期点）の例がある。 『日本霊異記』に、景戒が夢の中で自分の遺体を突き刺し返して焼いたという描写がある。 「すなはち自づから
楉しもと
を取り、焼かるる己が身を
ゐ
つ牚
き
串つらぬ
き挽して、返し焼く」 （下巻第
三十八縁） 。258御気机
　
死者に供える食事（
御み
食け
）を載せる台。
259巫ハカセ
　
卜占を扱う陰陽博士をさすのであろう。 『東大寺諷誦文稿』に「ハカセ」の仮名は他にないが、
159行に
「博士」がある。
【翻刻】 （
262～
277行）
262慰誘言263敬惟
　
大旦主情高青天
　
仁広大地
　
愛賢好士
　
不憎他
　
不結怨㊴→以无不為
264患以有不為喜←㊴対仏法
ニ
之時
　
如須達
　　
祇陀
　　
末利夫人勝鬘
265夫人等
不云具二人可称
　
奉
仕孝
親
ニ
時
　
如曽参丁蘭
　
如善財
カ
覓法
　
如不軽弘
266教㊵→
　
八風不可傾動其意
ヲハ
267←㊵以明珠可喩其心
　
以聖行可比其行
　
出
一ヒト
言時千里応之興一
行ワサ
時
　
四ノ
隣和
268通
　
為他无
テ
害如騏驎
ノ
有
トモ
角不牴
ツカヌ
　
為物无
テ
損如孔丘
カ
佩
ハケレトモ
269釼
ヲ
不打
　
見
善テハ
念殷
学行
マネ
　
聞
テハ
悪欲早避
　
国家之人寶
　
邑
ムラ
里之
醴
甘泉㊶→
一四八
270天生善
キ
人
ヲ
　
厥徳応
カナヘリ
人情㊷→但
　
鳳奇侅アヤシフラクハ
皇不翔
其
鳥
当紫雲
　
无其
271所
　　
其行与教不背
　　　　
如春花之一切所愛楽
　
如秋月之一切
272攸瞻仰
　
←㊷仏延
臂オホミ
タヽ
摩頭㊸→然
トモ
人不知←㊸神䕃
カク
形加護㊹→然
トモ
人不見←㊹為
人遠
273如天
ヨリ
降
オリマセルカ
　
為近如披雲而白日現←㊶仁及草木
　
頼及万方
　
信同橋下
274之信
　
誠等懐木之誠
　
先他
ヲ
而後己
ミツカラ
　
済
弘
公而陿
　
サクス
　
私
ヲ
275千
誉ホマ
㊺→抑
オシテ
←㊺譲他万誚
ソシ
㊻→引←㊻向自㊼→遇不知人
ニ
傾蓋之頃成旧
276　　　　
←㊼須達門
ニハ
孤独多集
　
耆波家
ニハ
攣テナヘ
277躄多来
　
大旦主之
所殿
仰徳
帰ヨル
仁之徒多依怙
時代邪見誹法然旦主讃仏法有人為名利傾財
　　　
旦主為功徳竭珎仏
法謗興
　
俗中
　
然過
旦主隠四衆
【読み下し文】 （
262～
277行）
慰誘ノ言　
敬ミテ惟ミレバ、大旦主、情、青天ヨリモ高ク、仁、大地ヨリモ広シ。賢ヲ愛シビ士ヲ好ミテ、他ヲ憎マズ、
怨ヲ結バズ（㊴无キヲ以テ患ヘト
為セ
ズ、有ルヲ以テ喜ビト為ズ）仏法ニ対ヒタテマツル時ニハ、須達、祇陀、末
利夫人、勝鬘夫人等ノ如シ。
具ニハ云ハズ、二人ヲ称ス可シ
。親ニ仕ヘ／孝シ／奉ル時ニハ、曽参、丁蘭ノ如クス。善財
ガ法ヲ
覓モト
ムルガ如ク、教ヲ弘ムルヲ軽ミセヌガ如クス。 （㊵八風、其ノ意ヲバ傾動ス可カラズ。 ）明珠ヲ以テ其ノ
心ニ喩ヘツ可シ。聖行ヲ以テ其ノ行ニ比ヘツ可シ。
一ヒト
ツノ言ヲ出ス時ニハ、千里、之ニ応ズ。一ツノ
行ワサ
ヲ興ス時
ニハ、四ツノ隣、和キ通ズ。他 為ニ害スルコト无クシテ、騏驎（麒麟）ノ角有レドモ
牴ツ
カヌガ如ク
　
物ノ為ニ
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損フコト无クシテ、孔丘ガ釼ヲ
佩ハ
ケレドモ打タヌガ如クス。善ヲ見テハ殷ニ
学マネ
ビ行ハムト念ヒ、悪ヲ聞キテハ早
ニ避ラムト欲フ。国家ノ人ノ寶、
邑ムラ
里ノ醴／甘キ／泉ナリ。
　【㊶天、善キ人ヲ生ミ、
厥ソレ
ノ徳人ノ情ニ
応カナ
ヘリ。 （㊷但シ
奇ア
侅ヤ
シブラクハ、鳳皇（凰）／鳥／、其ノ当リニ翔ラ
ズ、紫雲、其ノ所无シ。其ノ行ト教ト背カズ。春ノ花ノ一切ニ愛デ楽シビラルルガ如ク、
　
秋ノ月ノ一切ニ
瞻ミ
仰
ガ
攸ル
ルガ如シ。 ）仏、
臂
オホミタダムキ
ヲ延ベテ頭ヲ摩デタマフ。 （㊸然レドモ知ラズ。 ）神、形ヲ
䕃カク
シテ加護シタマフ。 （㊹
然レドモ人見ズ。 ）遠キ人ノ為ニハ、天ヨリ
降オ
リマセルガ如ク、近キヒトノ為ニハ雲ヲ披キテ白日ニ現レタマフ
ガ如シ。 】仁ハ草木ニ及ビ、頼ハ万方ニ及ブ。信ハ橋ノ下ノ信ニ同ジク、誠ハ懐木ノ誠ニ等シ。他ヲ先ニシテ
己ミヅカ
ラヲ後ニ 、公ヲ済ヒテ／弘クシテ／、私ヲ
陿サ
クス。千ノ
誉ホマレ
ヲバ（㊺他ニ
抑オ
シテ）譲リ、万ノ
誚ソシ
リヲバ自ニ（㊻
引キ）向ク。 （㊼知ラヌ人ニ遇ヒテ 蓋（盞）ヲ傾クル頃ニハ旧キヒトト成ル。 ）須達ノ門ニハ孤独ノヒト多ク集リ、耆波ノ家ニハ
攣テナヘ
躄アシナヘ
多ク来ル。大旦主ノ所／殿／ニハ徳ヲ仰ギ仁ニ
帰ヨ
ル徒多ク依リ怙ル。
　
時代邪見ニシテ法ヲ誹ル。然レドモ旦主仏法ヲ讃メタテマツル。有ル人ハ名利ノ為ニ財ヲ傾クレドモ、旦主ハ
功徳ノ為ニ
珎タカラ
ヲ竭ス。仏法ヲ謗ルハ俗ノ中ヨリ興ル、然レドモ旦主ハ四衆ノ過チヲ隠ス。
【解説】 （
262～
277行）
▽
262～
277行
　
標題「慰誘言」 。 「大旦主」を称賛する詞章。 「慰誘」の仏典の例は「復妓女を増して、以て之を娯
楽せしめ、日々人を遣わして太子を慰誘し」 （ 『過去現在因果経』巻第二）など。 「慰」 「誘」ともに「こしらふ」の訓がある語で、 「こ らふ」はいろいろと言ってなだめる、なぐさめる、みちびくの意。 「慰誘言」は後
一五〇
世の例だが、 『東大寺戒壇院受戒式』 （保安三年、一一二二）に「
慰誘の言
に応じて汝等恐懼することなし」
（出衆問縁）の用例がみえる。 『東大寺諷誦文稿』の「慰誘言」は、文章から推測すると、大旦主をほめて喜ばせる言葉というような意味であろう。
　　
「大旦主」は「旦主」 （十一例）よりも例が少なく、
263行・
277行・
278行の三例のみ。 「此ノ堂ハ大旦主ノ先祖
ノ本願ニヨリテ建立シタマフ」 （
278行）とあるので、堂の寄進者（または発願者）の子孫である大檀那（多額
の布施をする寺の後援者）を指すものと思われる
　　
「須達、祇陀」などの偉人名を列挙した部分で「具ニハ云ハズ、二人ヲ称ス可シ」 （
265行）の指示あり。連絡
線の指示（㊴～㊼）も多く、文案または例句集である。
277行の小書きの部分は、梵網十重禁四十八軽戒の第十
毀謗三宝戒・第八慳生毀辱戒・第六談他過失戒にあたる内容である。
▽
263行から
263から
275行まで、斜線で抹消されている。
【文意】 （
262～
277行）
慰誘言　
つつしんでおもいみれば、大旦主は、情は青天よりも高く、仁は大地よりも広い 賢を愛しみ士を好んで、他
を憎まず、怨みをいだかない。 （㊴何も持たないことをもって憂いわずらいとせず、持てることをもって喜びとしない。 ）仏法に向かい申しあげる時には、須達、祇陀、末利夫人、勝鬘夫人等のようである。 （具さには言わない、二人 上げればよい。 ）親に仕え／孝行し／申し上げる時には、曽参、丁蘭のようである。善財童子が法を
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求めるように、教えをひろめることを軽んじないようにする。 （㊵八風に心をあおられて動揺してはいけない。 ）（明珠をもって旦主の心に喩えるべし。聖行を旦主の行にたとえるべし。 ）一つの言葉を言うときには、千里の者たちがこれに応じる。一つの行動を起こす きには、四方の隣人がなごやいで通じ合う。他の者を害することなく、麒麟に角があっても決して突かないようである。物を損なうことは く、孔丘が剣を佩いても打つことはないようである。善を見てはねんごろに学び行おうと思い、悪を聞いては早く避けようと思う。旦主は国家の人寶、村里の甘い泉である。　【㊶天は、善い人を生み、その徳は人の情にかなっている。 （㊷しかしあやしまれることには、鳳皇（凰）の鳥がその辺りに翔らず 紫雲はそのところに立たない。その行と教にそむくことはない。春の花が一切の者に
愛め
で
楽しまれるようであり、秋の月が一切の者に仰ぎ見られるようであ 。 ）仏はみ腕を延ばして頭をおなでになる。 （㊸しかし人はわからない。 ）神は姿を隠してお守りに る。 （㊹しかし人は見ない。 ）遠い人のため は、天から降りてこら た 、近い人 ために 雲 ひらいて白日 現れられたようである。 】仁は草木に及び、信頼は万人に及ぶ。信は橋の下の信に同じく、誠 懐木の誠 等し 先 他にして自分を後にして、公を救って（広くして） 、私を狭くする。千の誉れを（㊺他にすすめて）譲り、万の謗りを自分に（㊻引き）寄せる。 （㊼知らない人に遇って、盃を傾け 頃に 旧知 となる。 ）須達長者の門には身寄りのない者が多 集まり、耆波の家には手足の不自由な者たちが多く来る。大旦主 所には徳を仰いで仁に惹かれる者たちが多く寄り集まる。　
この時代の者は邪見にして法を誹る。しかし旦主は仏法を讃め申し上げる。ある人は名利のために財産を傾け
一五二
るけれども、旦主は功徳のために財産を尽す。仏法を謗ることは俗の中から起こる。しかし旦主は出家在家の四衆の過ちを隠す。【語注】 （
262～
277行）
264須達
　
須達長者。貧窮孤独者に食を給したので給孤独長者ともいわれる。 「須達」 （
48行）語注参照。
276行にも
みえる。264祇陀
　
舎衛国波斯匿王の太子の名。祇陀太子の林（祇樹・祇林）を須達長者が購入し、釈尊と教団のために僧
房を建てたのが祇園精舎である。264末利夫人
　
波斯匿王の夫人。勝鬘夫人の母。 「末利夫人は女身を為すと雖も、高才智博にして凡人に同じくあ
らず」 （ 『未曽有因縁経』巻下） 。264勝鬘夫人
　
波斯匿王の娘。 『勝鬘経』では勝鬘夫人が語り手として一乗の理や如来蔵などを説いている。→
58
行。265曽参
　
曽子。魯の人。孔子の弟子。五孝の行いがあり、 『孝経』 『曽子』の作者とされる。陽明本・船橋本『孝
子伝』に伝あり。265丁蘭
　「丁蘭」 （
87行）語注参照。
139行にもみえる。
265善財
　
善財童子。 『華厳経』入法界品に登場し、求法 旅をする童 。文殊菩薩に会って発心して五十三人の
善知識を歴訪し、最後に普賢菩薩に会って真実の智慧を体得した。
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266八風
　
八法ともいう。人の心を動揺させる八の状態（利・衰・毀・誉・称・譏・苦・楽） 。
267一ヒト
ツノ言
　
370行に「一
ヒト
言」 「十
トヲノ
言」 「一
ヒトツノ
行
シワサ
」とあるため、 「
一ヒト
ツノ言」と読み下す。藤本誠氏
はこの箇所が「子曰く、君子その室に居り、その言を出して、善なれば則ち千里の外之に応ず」 （ 『易経』繋辞伝上）をふまえていることを指摘している（ 『古代国家仏教と在地社会―日本霊異記と東大寺諷誦文稿の研究』第三章、二〇 六年、吉川弘文館） 。269醴／甘キ／泉
　
醴泉は甘い水の湧く泉。瑞応とされる。甘露に同じとされることもある。
270奇ア
侅ヤ
シブラクハ
　「奇侅」は非常の意味。 「あやしぶ」の終止形に「らく」がついたかたち。 「 「ラク」がつくこ
とで、こうしたラク語法が平安初頭にあったことがわかるが、ここの文の前後は、かなり訓読語調の堅い文脈である。恐らく平安初期に生きた語法というのではなく、訓読語脈として古い伝統が存続しているのであろう」 （中田
226頁） 。
270鳳皇（凰）
　
原文「皇」は「凰」であろう。 「鳳」 （
53行）語注参照。
270紫雲
　「紫雲黄雲」 （
53行）語注参照。
272
臂
オホミタダムキ
　
敬語「オホミ」については、 「青蓮ノ
晴オホミメ
」 （
115行）語注参照。
272形ヲ
䕃カク
シテ
　「䕃形」は仏典語で姿を見せずに隠れること。
273降オ
リマセルガ
　「マス」の仮名書きはこの一例。他は「坐」 （イマスまたはマス）と表記。
273仁ハ草木ニ及ビ
　『詩経』大雅「行葦」詩序に「行葦は忠厚なり。周家忠厚、
仁、草木に及ぶ
」 。次項参照。
273頼ハ万方ニ及ブ
　「化被草木
　
頼及万方
」 （ 『千字文』 ） 。李暹『千字文注』に、この句の注として前項「行葦」
一五四
詩序「周家忠厚、
仁及草木
」を引いているので、藤本誠氏の指摘のように
273行は『千字文注』を参照したと思
われる（ 『古代国家仏教と在地社会─日本霊異記と東大寺諷誦文稿の研究』第三章、 二〇一六年、 吉川弘文館） 。273橋ノ下ノ信
　「懐木ノ誠」とともに出典未詳。
274己ミヅカ
ラ
　
この「ミヅカラ」は、副詞ではなく名詞。 「後のものには名詞の用法もあるが、諷誦文稿のは、最古の
用例か」 （中田
225頁） 。 「
自ミヅカ
ラ」 （
126行）語注参照。
274陿サ
クス
　
狭くする。 「 「サクス」は、形容詞「サシ」に、サ変動詞「ス」が熟合したもの」 （中田
228頁） 。
275誚ソシ
リ
　「誚
ソシル
」 （観智院本『類聚名義抄』法上五六） 。 「ソシル」は、 『東大寺諷誦文稿』では「誚
ソシ
」 （
299
行） 、 「謗リ」 （
312行）の例がみられる。
276須達
　「須達」 （
48行）語注参照。
264行にもみえる。
276耆波
　
耆婆。仏弟子で名医。頻婆娑羅王の王子、阿闍世王の兄。
276攣テナヘ
躄アシナヘ
　「攣
テナヘ
」 （観智院本『類聚名義抄』仏下本五七） 、 「躄
アシナヘ
」 （同、法上七三） 。
277四衆
　
四種の仏教徒 比丘（出家して具足戒を受けた男性信者） ・比丘尼（出家して具足戒を受けた女性信
者） ・優婆塞（在家の男性信者） ・優婆夷（在家の女性信者） 。
【翻刻】 （
278～
284行）
278今
里名某甲郷此此堂
ハ
名
ヲ
云某
　　
何故云某郷
然故本縁
　
何故云某堂
然故本縁
　
此堂大旦主先祖
建本
立願
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279堂
モ
麗厳
リ
　
仏像
モ
美奉造
　
郷
モ
オモシ
怜
　
寺所
モ
吉
　
井
モ
清
　
水
モ
清
　
樹夏
影
モ
　

怜
280出居
モ
吉
　
経行
タヽスマヒモ
吉
ク
遠見
モ

怜
　
駅路大道之辺毎物有便
云
　
若山林河辺附山
　　
林河云若城 城云
281末代難修雅
ミサヲナル
行
　
然毎物了々
ワヽキヽ
　
楽見
ミカホシク
雅
ミサヲニ
次
ツ々キ々テ々シク
可
ニ
有
行給フ
282不此代之行
ワサニハ
昔代
ニ
修
ヒ
習
給タル
行
ナリ以上云々
知
リ
財之有五
リノ
主顧
恩
之難
忘
　
兼
テ
儲
283今而求左手物移右々手物移左㊽→従近求遠従内問外←㊽先念後相話
　
貴哉旦主希有哉
284　
丈夫
云
　
観音卅三
云
　
随時隨貴賤道俗男女可用辞
　
言増減取捨随宜
　
以上大略耳
【読み下し文】 （
278～
284行）
　
今此ノ堂ハ、里ノ名、某甲ノ郷、此ノ名ヲ某ト云フ。何ノ故ニソ某郷ト云フ。然ル故ノ本縁。何ノ故ニソ某堂
ト云。然ル故ノ本縁。此ノ堂ハ大旦主ノ先祖ノ本願ニヨリテ建立シタマフ。　
堂モ麗シク厳リ、仏像モ美シク造リ奉ル。郷モ
オモシロ
怜
ク、寺ノ所モ吉シ。井モ清シ。水モ清シ。夏ノ樹ノ影モ

怜ク、出居モ吉シ。
経タタズマヒ
行
モ吉ク、遠見モ

怜シ。駅路ノ大キナル道ノ辺ニシテ物毎ニ便有リ
云
。 （若シ山・林・
河ノ辺ナラバ山・林・河ニ附キテ云フ。若シ城ノ辺ナラバ城ニ付キテ云フ。 ）　
末代ニハ
雅ミサヲ
ナル
行ワザ
ヲ修スルコト難シ。然レドモ物
毎ゴト
ニ
了ワキ
ワ々キ
シク
楽ミガホ
見
シク、
雅ミサヲ
ニ
次
ツギテツギテ
シク行シタマフコト有ル可
キニ、此ノ代ノ
行ワザ
ニハアラズ。昔ノ代ニ修ヒ習ヒ給タル行ナリ。以上
云々
。財ノ五リノ主有ルコトヲ知リ、恩ノ
忘レ難キコトヲ顧ミル。兼ネテ儲ケテ、今ニシテ左 手ノ物ヲ右ニ移シ、右手ノ物ヲ左ニ移サムト求ム。 （㊽近
一五六
キ従リ遠キヲ求メ、内従リ外ヲ問フ。 ）先ヅ念ヒテ後ニ相ヒ話ル。貴キ
哉ヤ
旦主、希ナル哉。
　
丈夫
云
。観音三十三
云
。時ニ随ヒ、貴賤道俗男女ニ隨ヒテ辞ヲ用ヰル可シ。言ノ増減、取捨ハ宜シキニ随フ。
以上大略ナラクノミ。【解説】 （
278～
284行）
▽
278～
284行
　「大旦主」の先祖が建立した堂や土地、法会や旦主を称賛する詞章。藤本誠氏は「堂賛め」の表現
であったことを指摘している（ 『古代国家仏教と在地社会―日本霊異記と東大寺諷誦文稿の研究』第三章、二〇一六年、吉川弘文館） 。文案・文例であったらしく、 「里ノ名、某甲ノ郷、此ノ名ヲ云フ」 「若シ山・林・河ノ辺ナラバ山・林・河ニ附キテ云フ」や「言ノ増減、取捨ハ宜シキニ随フ」など、場に合わせて言い換えるようにという指示が多い。
【文意】 （
278～
284行）
　
今この堂は、 （里の名、某甲の郷）この名を某という。どうして某郷というのか。 （その郷の本縁をいう。 ）ど
うして某堂というのか。 （その堂の本縁をいう。 ）この堂は、大旦主の先祖の本願によって建立されたものである。　
堂も麗しく荘厳し、仏像も美しく造り申し上げる。郷も好所で、寺の場所も吉い。井も清 水も清らかであ
る。夏の樹の陰も良く、外に座るのも吉い。そぞろ歩きも吉く、 、遠見も素晴らしい。駅路の大道の近くで物流
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
一五七
の便がよい
云
。 （もし山や山・林・河の辺りならば山・林・河について言う。もし城の辺りならば城について言
う）　
末代には高雅な行を修することは難しい。しかし、どの品物も見栄えがして美しく、優雅に順序正しく行を修
しなさるのは、この今の世の行ではない。昔の世に習われた行である。以上
云々
。
　
財物には五人の主があることを知って執着せず、恩の忘れがたいことを顧みる。兼ねて儲けて、今 して左の
手の者を右に移し、右手の物を左に移そうと求める。 （㊽近きより遠きを求め、内より外を問う。 ）まず考えてから後に人に語る。貴きかな 旦主。稀なるかな。　
丈夫
云
。観音三十三
云
。時に随って、貴賤道俗男女に随って言葉を用いるべし。言葉の増減、取捨は適宜おこ
なう。以上大略 み。【語注】 （
278～
284行）
279オモシロ
怜
ク
　
観智院本『類聚名義抄』に「怜
オモシロシ
」 （法中八七） 、 「

オモシロシ
」 （法中一〇〇）がある。
280出居
　
屋外、または建物の外側に出て座っていること。平安中期以降、 「出居（いでゐ・でゐ） 」は寝殿造りの
端近に設けた客間の呼称になる。280経タタズマヒ
行
　
仏典語の「
経きょう
行ぎょう
」は一定の場所を静かに歩くこと。
99行に「俳
タヽス
」の例があり、 「俳」は「徘」に
通じるため、 『東大寺諷誦文稿』の「タタズム」 「タタズマヒ」は「歩き回る」の意 解される281雅ミサヲ
ナル
行ワザ
ヲ
　
294行にも「
美ウルワ
シク
雅ミサヲ
ナル
行ワザ
ヲ」とある。 『日本霊異記』上巻第十三縁の訓釈に、 「風声
三佐乎
」 （国
一五八
会図書館本） 、 「風流
二合美佐乎
」 「気調
三佐乎
」 （興福寺本）と、 「風声」 「風流」 「気調」を「ミサヲ」と訓じた例
がある。281楽ミガホ
見
シク
　「みがほし」は、見たいと思うこと。 「
小を
盾だて
　
倭やまと
を過ぎ
　
和わ
賀が
美み
賀が
本ほ
斯し
久く
迩に
波は
　
葛城
　
高宮
　
我わぎへ
家
の
あたり」 （ 『古事記』下巻、仁徳天皇） 。281
次
ツキテツキテ
シク
　
他の文献に未見の語。 「つぎつ」 （下二）は順序だてて行うこと。 「…
子うみ
孫のこ
の
　
いや継ぎ継ぎに
　
見
る人の
　
語り
都つ
芸ぎ
弖て
氐て
　
聞く人の
　
鑑かがみ
にせむを…」 （ 『萬葉集』巻第二十、 四四六五、大伴家持「族を喩しし歌
一首
并短歌
」 ） 。
282財ノ五リノ主有ルコト
　
世の中の財物は五家（王・賊・火・水・悪子）が共有するものなので一人で所有する
ことはできないという「五家所共」 （ 『大智度論』巻第十三など）の説をふまえている。283左ノ手ノ物ヲ右ニ移シ
　
出典未詳。
284丈夫
　
釈迦牟尼仏。
284観音三十三
　
三十三観音。 『法華経』普門品に、観世音菩薩が衆生救済のために三十三身として現れるとある
のにもとづく。 「この観世音菩薩は、かくの如きの功徳を成就して 種種の形を以て、諸の国土に遊び、衆生を
度す
脱く
ふなり。 」 （ 『妙法蓮華経』巻第八、観世音菩薩普門品）
【翻刻】 （
285～
301行）
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285某卑下言
甲
　
依来牒旨
雖
参預
法莚而可利益人天
ヲ
応供之徳都无
　
蛍
ノ
昭己
ヲ
286勢
タニ
都无
　
蠅蚋弱虫附騏驎至千里
　
蘿薜之軽蘿附高松昇雲天
287　　　
某甲不顧己拙賤
　
仰恃三寶
　
大衆之加持護念㊾→
　
某
288甲
イ
无曇光釈子馴猛獣之能
　
无羅髻仙人育鳥子之仁
　
何
ナニヲ
為
テカ
尾
289翼而翔臨
　
引接
場←㊾奉仕邯鄲之雀鸚鵡之行
マネ
㊿→可謂
　
屑クタケ
玉盈
トモ
290器
ニ
琭
ニカキテ
不可為
　
砕糸満
トモ
篋織不可為錦
　
←㊿今見衆僧
　
如阿
291難
　
如舎利弗→智嚢
　
文龍義虎
云
　
俗衆←内秘菩薩行
　
外現沙門形
云
　
男衆
ハ
292雖
居俗
家而情翹真道現受欲楽而不着世法
　
浮華之代想濯智水而求
293菩提薄信之時誠馳覚樹而裹法糧
云
　
女衆
　
雖現窈
　
窕
ミヤヒタル古ヤカナル
　
之形
　
興丈夫之志
294為世中之美
ウル
雅
ミサヲナル
行
ワサ
　
女衆之
行ミ
ワサ
荘カサ
厳シツ
仏ノ
法
　
女衆 行
　
治家
295 愍人
ヲ
女衆之行
　
如是可畏之衆
中ミ
而敢申何言
　
加以秀勝当代
ニ
296高名有徳
　
人中之龍象
　
生界之福
田
ト坐能化之聖等
智
日
行月
ト坐
　
弁不殊懸河声
297同天鼓→一唱下鳥再囀踊
ヲトラ
魚←耶徒帰正沈輩獲浮
　　
某如是奇聖在往々
甲
　
内无智炬
298外无行梶
　
覲昧不可耀
　
視溺
オホ
不可済法説非々法々説法
　
招妄伝之罪
299致藍
ゑ
之誚
ソシ
→愧
ハチ
己
ニ
怖他←
然何敢臨法座
野干
云
　
羅刹
云
　
我公等
幾イクタ
反ヒカ
参
相ヒヌル
法
華ノ
座
300昔代賢人七百丈飛騰
流度
沙而求法越千里火坑求法→←何十里一里之間
　
為遠
　
故従遠
301来時歩々倍功徳
云
　
昔有一王有百夫人无子
云
　
三申
云
　　
一欲聞申子音
申給
千両
云
　
仏名法音毎聞滅罪益功徳
云
一六〇
【読み下し文】 （
285～
301行）
　
卑下ノ言
　
某甲、来牒ノ旨ニ依リテ、法莚ニ預リ参リテ人天ヲ利益ス可シト雖モ、応供ノ徳、都テ无シ。蛍ノ
己ヲ昭（照）ス勢ダニ都テ无シ。蠅蚋ノ弱キ虫モ
騏驎
ニ附キテ千里ニ至ル。蘿薜ノ軽キ蘿モ高キ松ニ附キテ雲天
ニ昇ル。　
某甲、己ガ拙ク賤シキヲ顧ミズ、三寶ヲ仰ギ恃ミ、大衆ノ加持護念ス。 （㊾某甲イ、曇光釋子ノ猛獣ヲ馴ラシ
シ能无ク、羅髻仙人ノ鳥子ヲ育ヒシ仁无シ。
何ナニ
ヲ尾翼ト
為シ
テカ翔リテ引接ノ場ニ臨マム。 ）邯鄲ノ雀、鸚鵡ノ
行マネ
ヲ仕ヘ奉ラム。 （㊿
屑クタ
ケタル玉、器ニ盈ツレドモ、
琭ニカ
キテ
為ツク
ル可カラズ。砕ケタル糸、篋ニ満ツレドモ織リテ錦
ニ為ル可ラズト謂ヒツ可シ。 ）　
今衆僧ヲ見ルニ、阿難ノ如ク、舎利弗ノ如シ。 （智嚢、文龍、義虎
云
。俗衆）内ニハ菩薩ノ行ヲ秘メ、外ニ
ハ沙門ノ形ヲ現ス
云
。
　
男ノ衆ハ俗ノ家ニ居リト雖モ、情ハ真ノ道ヲ
翹クハダ
ツ。現ニ欲楽ヲ受クレドモ、世ノ法ニ着カズ。浮華ノ代ニハ想
ヲ智水ニ濯キテ菩提 求メ、薄信ノ時ニハ誠ヲ覚樹ニ馳セテ法ノ糧ヲ裹ム
云
。
　
女ノ衆ハ
窈ミヤ
ビタル
窕ナ古ヤカ
ナル形ヲ現スト雖モ、丈夫ノ志ヲ興シ、世ノ中ノ
美ウルハ
シク
雅ミサヲ
ナル
行ワザ
ヲ
為シ
、女ノ衆ノ
行ミワザ
ハ仏ノ
法ヲ
荘カザ
リ
厳シツラ
フ。女ノ衆ノ行ハ家ヲ治メ人ヲ愍フ。女ノ衆ノ行ハ、是ノ如ク畏ル可キ衆ノ
中ミナカ
ニシテ、敢ヘテ何ナル
言ヲカ申サム。　
加シカノ
以ミナラズ
、当代ニ秀デ勝レタル高名ノ有徳ハ、人中ノ龍象、生界ノ福田ト坐ス。能化ノ聖等ハ智ノ日、行ノ月ト
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坐ス。弁ハ懸河ニ殊ナラズ。声ハ天鼓ニ同ナリ。 （一タビ唱フレバ鳥ヲ下シ、再ビ囀レバ魚ヲ
踊ヲド
ラシム。 ）
耶
ヨコシマ
（邪）ナル徒ハ正ニ帰シ、沈メル輩ハ浮ブコト獲タリ。是ノ如キ奇シキ聖、往々ニシテ在ス。某甲、内ニ智ノ炬无ナク、外ニ行ク梶无シ。昧キヲ覲ルトモ
耀テラ
ス可カラズ。
溺オボホ
ルヲ視ルトモ済フ可カラズ。法ヲ説クトモ法ニアラ
ズ、法ニアラザルニ法ヲ説カバ、妄ニ伝フル罪ヲ招キ、藍
ゑ（
竽
）
ノ
誚ソシ
リヲ致サム。 （己ニ
愧ハ
ヂ他ヲ怖ル。 ）然
レドモ野干
云
。何ゾ敢ヘテ法ノ座ニ臨マム。羅刹
云
、我公等、
幾イク
反タビ
カ法華ノ座ニ参リ相ヒヌル。
　
昔ノ代ニ賢人ハ七百丈ヲ飛ビ騰リ、流沙ヲ度リテ法ヲ求メ、千里ノ火坑ヲ越エテ法ヲ求メキ。 （）何ゾ十
里、一里ノ間ヲ遠シト為ム。故 遠キ従リ来ル時 ハ、歩々ニシテ功徳ヲ倍ス
云
。
　
昔一リノ王有リ、百ノ夫人有リシニ子无シ
云
。三タビ申ス
云
。子ヲ申ス声ヲ聞カムト欲ヒテ、一タビ申セバ千
両ヲ給フ
云
。
　
仏ノ名、法ノ音ハ、聞ク毎ニ罪ヲ滅シ功徳ヲ益ス
云
。
【解説】 （
285～
301行）
▽
285～
299行
　
斜線で抹消されている。標題「卑下言」 。 「某甲」 （法会の導師）が自らを謙遜して卑下し、衆僧や
法会の出席者を称賛する詞章。連絡線が多く引いてあり、状況に応じて使い分けるための類句集のようである。
▽
300　
西域の求法僧の故事を引き、遠方に法を聴きに行く功徳について述べている。
▽
301　
子のない王の説話を引き、仏名法音を聞く功徳について述べている。
一六二
【文意】 （
285～
301行）
　
卑下の言
　
某甲、書状の旨によると法会の導師として参上して人天を利益すべしということだけれども、私に
は供養を受けるに値するような徳は少しもない。蛍が自分を照らすだけの勢いもない。しかし蠅や蚋のような弱い小虫も駿馬の尾に付いて千里を走ることが出来る かずらの細いつるも高い松にからみついて雲天に昇ることができる。そのために、私（某甲）は自分の拙く賤し ことをかえりみずに、三寶を仰ぎ頼 、この法会の加持護念をおこなう。 （㊾
　
私（某甲）は曇光釈子が猛獣を飼い馴らしたというような能力はなく、羅髻仙人が頭上
で鳥のひなを育てたというような仁徳もない。何を尾翼として飛び上 って引導の場に臨もうか。 ）邯鄲の雀のような自分は、鸚鵡のようにまねをして仕え申し上げよう。 （㊿言うべし。砕けた玉を器にいっぱ にしても玉に作り直すこと できない 細切れ 糸を箱にいっぱいにしても織っ 錦にすることはできない。 ）　
今、衆僧を見ると、仏弟子の阿難のようであり、舎利弗のようである。 （智嚢、文龍、義虎云。俗衆）内に
は菩薩の行を秘めて、外には沙門 姿を現してい
云
。
　
男衆は俗人の暮らしをしているといっても、心は真の道を立てている。現世に五欲の身を受けているが俗世の
法には執着しない。浮薄な時代に 心 智慧の水で濯いで菩提を求め、信仰の薄い時代には誠を菩提樹に馳せて仏法の糧を包む
云
。
　
女衆は優美でたおやかな姿を現 ているけれども、丈夫の志を興し、この世にお て美しく優雅な行い す
る。女衆のみ
行わざ
は仏法を荘厳する。女衆の行いは家の中を治め、人をいたわる。女衆の行は…。このように恐れ
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
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多い方々の中で、わざわざ何を申し上げようか。　
そればかりでなく、当代に秀で勝れた高名の有徳の人は、人中の龍象、衆生界の福田でいらっしゃる。能化の
聖らは智慧の太陽、行の月でいらっしゃる。弁舌は滝のように流れ、声は天の太鼓のようである。 （一たび唱えると鳥を落とし、再び唱えると魚を躍り上がせる。 ）邪まな者たちは正しい道に帰り、苦しみに沈む輩は浮かぶことができる。こ ように霊妙な聖は往々にしてこの世に存在する。　
私（某甲）は内に智慧のともしびはなく、外に人を導くため 舟の梶がない。暗闇の中にいる者を見ても照
すことはできない。溺れる者を見ても救うこ ができない。法を説いても法ではない。法ではない法を説いたならば、妄りに伝える罪を招き、分不相応であるという謗りを受けるであろ 。 （自分に恥じ他人を怖れる。 ）しかし野干は
云
。どうしてあえて法の座に臨もうか。羅刹
云
、我公等、何度法華の座に参上したことであろうか。
　
昔の代に賢人は七百丈を飛び騰り、流沙を渡って法を求め 千里の火坑を越えて法を求めた。 （）どうして
十里、一里の間を遠い するであろうか。そのために遠方から来たと は、その歩みごとに功徳が倍になる
云
。
　
昔一人の王がいた。百人の夫人がいたが子供はいな た
云
。三回申す
云
。子を申す声を聞こうと願って、一
回申せば千両をくださる
云
。
　
仏の名、法の音は、聞くたびに罪を滅し功徳を益す
云
。
【語注】 （
285～
301行）
285人天
　
六道の人界と天界。人々と神々。
285応供
　
供養や尊敬に値する者 聖者、阿羅漢。
一六四
286蠅、蚋ノ弱キ虫
　
蒼蝿は小虫なので遠くにいけないが、駿馬の尾に附いていけば千里も行けるように、凡人も
賢人についていけば功をたてられるという喩えにもとづく。 「騏驎」は一日に千里を走る馬。 「顔淵は篤学なりと雖も、驥尾に附して行ひ益々顕る。 （注）索隠曰く、蒼蝿は驥尾に附して千里に致る。以て顔回の孔子に因りて名を彰す 喩ふ」 （ 『史記』巻第六十、伯夷列伝） 。286蘿薜ノ軽蘿
　
蘿薜はかずら、つる草。かずらでも松に巻きついて万尋の高さに昇ることができるという喩え。
『歴代三宝紀』に前項の蒼蝿とかずらの比喩を対にした表現がみられる。 「驥尾の蝿は能く千里を馳せ、修松の蔓は遂に万尋に竦つ」 （巻第十二） 。288曇光釈子
　
不詳。虎が目の前にいても、頭に鳥が巣を作っても動じないという禅定の喩えとして仏典に引かれ
る。次項参照。288羅髻仙人
　
釈尊が過去に羅髻仙人であったときに、禅定に入っていると鳥が木と間違えて巣を作り卵を産ん
だ。仙人は気が付いたが、鳥のために鳥が巣立つまでまた禅定に入ったという前生譚。 （ 『大智度論』巻第十七） 。 『法苑珠林』と『諸経要集』に、曇光釋子と羅髻仙人の対遇が見られる。 「
曇光釈子
は膝前に猛虎を降
し、
螺髻仙人
は頂上に禽の巣を宿す」 （ 『法苑珠林』巻第八十四、六度篇禅定部、 『諸経要集』巻第十、六度部
禅定篇）289邯鄲の雀
　
出典未詳。 「鸚鵡のまねというのは、外面的な人まねで本質上のものでな こ を軽蔑したもの。
（中略）この鸚鵡から、 「雀」が連想され、 「邯鄲之歩」が「邯鄲之雀」となったものか」 （中田書
293頁） 。 「邯鄲
之歩」は、田舎者が都会の邯鄲に行って歩き方を学んだが身 かず も の歩き方も忘れ 故事（ 『荘
東大寺諷誦文稿注釈〔六〕
一六五
子』秋水篇） 。290琭ニカ
キテ
　「琭」は玉の名。 「ニカキテ」の仮名書があるが、 「ニカク」は不明の語。
290阿難
　
阿難陀。釈尊の十大弟子の一人で、智慧第一といわれた。
291舎利弗
　
釈尊の十大弟子の一人で、多聞第一といわれた。
291智嚢
　
智慧のある者を称える詞。 「智嚢を日本の地に
蛻もぬ
け、奇神は知らぬ境に遷る」 （ 『日本霊異記』中巻第七
縁） 。291文龍
　
文章にすぐれた者を龍に喩 。
291義虎
　
恩義を忘れない者を虎に喩える。
291内ニ菩薩ノ行ヲ秘メ
　『法華経』で菩薩の方便を説く偈の中の一節で、菩薩僧（大乗の高僧）を讃える表現と
して用いられる。 「内に菩薩の行を秘し
　
外にこれ声聞なりと現して」 （ 『法華経』巻第四、五百弟子受記品） 。
「内に菩薩の儀を密し、外に声聞の形を現したまふ」 （ 『日本霊異記』中巻第七縁） 。292翹クハダ
ツ
　「三業ノ礼ヲ
翹クハダ
テヨ」 （
12行）語注参照。
292浮華
　
軽薄で派手なこと。 「潜、伏膺し已りて後に浮華を剪削して本を崇め学に努む」 （ 『高僧伝』巻第四、竺
法潜伝）293覚樹
　
菩提樹。釈尊がその下で覚りをひらいた。
293窈ミヤ
ビタル
窕ナ古ヤカ
ナル形
　「窈窕」は『日本霊異記』訓釈に「サビ」とある。 「時に彼の妻紅の襴染の裳を著て
今の桃花
なり
窈
さ窕
び
、裳を襴引きて逝ぬ」 （ 『日本霊異記』上巻第三縁） 「窈窕
上音要反下音調反
　
二合
　
佐備
」 （興福寺本訓釈）
一六六
294雅ミサヲ
ナル
行ワザ
　「
雅ミサヲ
ナル
行ワザ
ヲ」 （
281行）語注参照。
294女ノ衆ノ
行ミワザ
　
原文「行」の傍の「美」は漢字として「
美み
行わざ
」と読まず、仮名の接頭辞「ミ」ととる。 「 「美」は
漢字として読むべきでなく、片かなで、 「ミ」という接頭語である」 （中田書
274頁）
294荘カザ
リ
　「
餝カザ
ル」 （８行）語注参照。
296能化
　
他を教化する者。
296懸河
　
傾斜のある川や滝。水の流れるように滔々とした弁舌をたとえる。
297天鼓
　「天鼓」 （４行）語注参照。
297邪
　
原文は「耶」 。
299藍
ゑ
（竽）ノ
誚ソシ
リ
　「藍
ゑ
」は「濫竽」であろう。斉の宣王の故事で、不相応な位に付いて恥をかくことをい
う（ 『韓非子』内儲説） 。 「
誚ソシ
リ」 （
275行）語注参照。
299野干
　「野干」 （
246行）語注参照。
299羅刹
　
悪鬼の一種。
299幾イク
反タビ
カ
　『日本書紀』古訓、観智院本『類聚名義抄』に「幾廻」を「いくたび」と訓む例がみえる。 「然らば一
宵に
幾イク
廻タビ
喚ししや」 （雄略天皇元年三月、前田本訓） 。 「幾廻
イクタヒ
」 （観智院本『類聚名義抄』仏上五一） 。
